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わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問

景
観
条
例
等
の
中
に
特
定
空
家
対
策
の
規
定
を

　
　

鳥
取
県
景
観
形
成
条
例
の
よ
う
に
、
支
障
物
件
か
ら
75

メ
ー
ト
ル
範
囲
の
周
辺
住
民
の
３
分
の
２
以
上
の
申
し
立
て

に
よ
っ
て
行
政
が
動
く
よ
う
な
条
例
の
制
定
や
そ
う
し
た
規

定
を
環
境
保
全
条
例
に
盛
り
込
め
な
い
か
。

　
　

景
観
条
例
や
生
活
環
境
保
全
を
目
的
と
し
た
条
例
は
、

特
定
空
家
等
の
除
去
対
策
と
し
て
の
効
果
は
限
定
的
で
あ
り
、

現
行
制
度
で
の
対
応
が
可
能
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
の
条
例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
も

増
加
が
想
定
さ
れ
る
特
定
空
家
等
へ
の
対
策
と
し
て
は
、
先

進
事
例
等
を
参
考
に
、
本
市
の
空
家
の
実
態
を
勘
案
の
上
で

有
効
と
見
込
ま
れ
る
施
策
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

「
ツ
イ
タ
も
ん
」
を
導
入
す
る
考
え
は

　
　

希
望
す
る
全
児
童
生
徒
に
無
償
で
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
配
付
し
、

校
門
の
セ
ン
サ
ー
や
カ
メ
ラ
、
記
録
用
パ
ソ
コ
ン
の
設
置
工

事
費
等
が
無
償
。
公
費
負
担
が
極
め
て
少
な
く
、
児
童
生
徒

に
も
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
導
入
し
て
み
て
は
。

　
　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
工
事
費
や
Ｉ
Ｃ
タ
グ
代
が
か
か
ら

ず
、
全
て
無
料
で
導
入
で
き
る
な
ど
、
魅
力
的
な
部
分
の
多

い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
子
供
た
ち
の
さ
ら
な
る
安
全
・
安
心

確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
、
他
の
シ
ス
テ
ム
の
状
況
や
県
内
外

の
活
用
の
事
例
も
含
め
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
特
定
空
家
対
策
に
公
権
力
型
の
対
応
や
ス
キ
ー
ム
作
り
を

○
県
人
勧
に
よ
ら
な
い
独
自
の
職
員
給
与
見
直
し

○
小
・
中
学
校
の
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
の
統
一
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
は
経
済
や
社
会
に

莫
大
な
影
響
を
与
え
、
深
刻
さ
が
日
々
増
す
中
で
、
収
束
に

向
け
、
国
や
県
で
も
様
々
な
対
策
は
取
っ
て
い
る
が
、
市
独

自
の
対
策
は
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
資
金
保
証

料
・
利
子
補
給
費
補
助
金
、
事
業
継
続
支
援
金
、
子
育
て
世

帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
へ
の
上
乗
せ
給
付
、
就
学
援
助
の

追
加
認
定
、
奨
学
金
の
追
加
募
集
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
の
発
行
、
大
学
生
等
応
援
給
付
金
、
が
ん
ば
る
の
し
ろ
の

商
い
応
援
事
業
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
施
策
を
合
わ
せ
た
一
般

財
源
の
総
額
は
、
約
９
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

一
中
若
、
二
中
若
が
今
後
も
活
躍
で
き
る
場
を

　
　

次
の
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
伝
統
文
化
が
受
け
継
が

れ
て
い
く
重
要
な
位
置
づ
け
を
持
つ
「
お
な
ご
り
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
幕
を
閉
じ
た
今
、
祭
り
へ
の
参
加
な
ど
、
今
後

も
活
躍
で
き
る
場
を
支
援
す
る
考
え
は
。

　
　

今
年
度
か
ら
全
小
・
中
学
校
で
中
学
校
区
を
単
位
と
し

た
学
校
運
営
協
議
会
制
度
、
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
導
入
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
一
中
若
、
二
中
若
を

通
し
て
培
わ
れ
て
き
た
地
域
と
の
連
携
が
、
引
き
続
き
機
能

し
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
役
七
夕
や
こ
ど
も
七
夕
、
天
空
の
不
夜
城
等
、

地
域
行
事
へ
の
参
加
を
促
す
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
バ
ス
ケ
の
街
づ
く
り
と
統
合
校
の
名
称
と
の
関
わ
り
は

○
小
・
中
学
校
の
夏
休
み
の
短
縮
は
必
要
な
い
か

○
秋
系
８
２
１
の
作
付
推
奨
地
域
か
ら
市
が
外
れ
た
こ
と

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
中
心
市
街
地
支
援
を

　
　

中
心
市
街
地
活
性
化
を
目
的
に
取
組
が
始
ま
っ
た
、
市

民
有
志
に
よ
る
空
き
店
舗
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。
公

益
性
が
高
く
、
総
合
戦
略
の
目
標
達
成
に
寄
与
す
る
当
プ
ラ

ン
群
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

　
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
を
活
用
す
る
に
は
、
原

則
と
し
て
、
事
業
着
手
前
に
寄
附
の
相
手
企
業
か
ら
合
意
を

得
た
上
で
、
市
が
地
域
再
生
計
画
を
作
成
し
、
国
の
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
事
業
着
手
の
時
期
と
地
域
再

生
計
画
の
認
定
時
期
の
整
合
性
の
観
点
か
ら
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。小

・
中
学
校
臨
時
休
業
の
課
題
検
証
は

　
　

臨
時
休
業
中
、
保
護
者
か
ら
は
学
校
に
よ
っ
て
家
庭
学

習
の
内
容
に
差
が
生
じ
て
い
る
と
の
声
も
聞
く
。
市
と
し
て

公
平
な
学
習
機
会
を
提
供
で
き
た
の
か
。
改
善
す
べ
き
事
項

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　

臨
時
休
業
中
の
家
庭
学
習
に
つ
い
て
、
各
学
校
で
は
学

年
に
応
じ
、
復
習
を
中
心
と
し
て
課
題
を
与
え
、
児
童
生
徒

は
各
自
の
ペ
ー
ス
で
取
り
組
ん
だ
。
学
校
に
よ
り
学
習
内
容

に
差
は
な
く
、
学
習
機
会
の
公
平
性
は
保
た
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
感
染
拡
大
の
状
況
に
応
じ
た
段
階
的
な
行
動

制
限
等
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
教
育
委
員
会
と
し
て

指
針
等
を
設
定
し
、
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を

○
改
正
社
福
法
の
断
ら
な
い
相
談
窓
口
設
置
を

○
市
事
業
継
続
支
援
金
の
対
象
を
拡
大
す
べ
き
で
は

大
髙　
　

翔

渡
邊　

正
人

佐
藤　

智
一

平
政
・
公
明
党

希
望

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）
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